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研究成果の概要 

検証可能なデータエコシステムの実現に向けて、以下の項目について研究を実施した。  

1. メタデータマネージャの要素技術として、実体マッチング 1) およびテキスト中の実態識別手

法を開発するとともに、分散 RDF処理のためのデータ分割手法を開発した 2)。 またスマート

農業実証のためのデータセットとして、トマト画像からの果実検出手法を検討した。 

2. データリネージュのためのデータモデルの研究とそのプロトタイプ実装、データリネージュ管

理のためのグラフストレージとその高速化技術、データ間の関係の可視化のためのメタデータ

抽出技術 3)等について研究を実施した。 

3. データ検証が行える分散データベースの基本的な性能評価、および、分散データベースのメ

タデータ検証のためのメタデータ生成・更新処理の組込みコマンドとしての実装を行った。 

4. 統合データモデルに関する実現技術として、因果推論とリネージュに基づく統合データモデ

ルの開発、品質を保証する近似的なデータベース問合せの処理手法、高次元データのため

の高速な最近傍問合せ処理技術等に関する研究を行なった。 

5. データベース修復・シミュレーションの実現のための要素技術として、過去のトランザクション

処理の変更による DB修復・シミュレーション、LLM を用いたデータクリーニング・テーブル統

合 4)・データ圧縮、プライバシーを保護するデータベース合成手法等に関する研究を実施し

た。 

6. オープン環境において取得されるデータ入手、ヒューマンインザループによる信頼性向上や

データ検証プロセスの支援を行う具体的な複数手法の開発に着手し、ヒューマンインザルー

プによる信頼できる開世界情報源の発見 5)、人・AI協働による信頼できる開世界データ処理

手法、ヒューマンコンピュテーションのためのデータ検証支援手法等に関する研究を実施し

た。  
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